










（別表１）

科目名 単位数 時　間 時間数 内容・テーマ 講師予定者の職・氏名 講習の種別

7/11 ( 土 ) 9：00-10:30 1.5
オリエンテーション：社会教育主事/社会教育士の
ための講習　その意味と課題

福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

10:40-12:10 1.5 実践を通して実践を学ぶ：三つの種 福井大学教授　半原芳子 演習

13:00-14:30 1.5 生涯学習の理念と施策をめぐる三つの提案
福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

14:40-16:10 1.5 生涯学習振興施策の動向 文部科学省担当官 講義（配信）

16:20-17:50 1.5 生涯学習の理念と施策をめぐる中間的省察と共有
福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

7/12 ( 日 ) 9：00-10:30 1.5 社会教育の意義と展開
福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

10:40-12:10 1.5 社会教育の法と制度 福井大学特命教授　柳澤昌一 講義・演習

13:00-14:30 1.5 社会教育の展開を支える 富山大学名誉教授　藤田公仁子 講義・演習

14:40-16:10 1.5 地域における学習の展開とその意味 福井大学教授　半原芳子 講義・演習

16:20-17:50 1.5 地域における学習の多様な展開 福井大学教授　半原芳子 講義・演習

7/13 ( 月 ) 9：00-10:30 1.5 地域における学習コミュニティの展開1
福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

10:40-12:10 1.5 地域における学習コミュニティの展開2
福井市担当者
福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

13:00-14:30 1.5 学校における協働探究の展開と地域との関わり 元・福井大学教授　三田村彰 講義・演習

14:40-16:10 1.5
地域における学習の展開を共有しそれを支える役
割について検討する

元・福井大学教授　三田村彰 講義・演習

16:20-17:50 1.5 生涯学習をめぐる包括的な省察と共有

福井大学特命教授　柳澤昌一
元・福井大学教授　三田村彰
富山大学名誉教授　藤田公仁子
福井大学非常勤講師　前田健志

演習

小　計 22.5

科目名 単位数 時　間 時間数 内容・テーマ 講師予定者の職・氏名 講習の種別

7/28 ( 火 ) 9：00-10:30 1.5
オリエンテーション：協働の学び・協働活動のファシ
リテーション・コーディネーションへの問い

福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義

10:40-12:10 1.5
三つの種：学びの経験をふり返り共有し協働の学
びへの展望を開く

福井大学教授　半原芳子
元・福井大学教授　三田村彰

演習

13:00-14:30 1.5
社会教育において求められる学習のあり方とその
ためのファシリテーション・コーディネーション

福井大学教授　半原芳子
元・福井大学教授　三田村彰

講義・演習

14:40-16:10 1.5
協働の学びの実践例を取り上げそれを支えるファ
シリテーション・コーディネーションを探る

ユースワーカー協議会代表　水野篤夫
福井大学非常勤講師　前田健志

演習

16:20-17:50 1.5
協働の学びの展開を比較検討し、それを支える多
様なファシリテーション・コーディネーションを学ぶ

福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

7/29 ( 水 ) 9：00-10:30 1.5
協働の学びを支える互いの経験をふり返り照らし合
う

福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

10:40-12:10 1.5
長期的な協働学習展開とそのコミュニティのコー
ディネーションを探る①協働学習の立ち上げとその
ファシリテーション・コーディネーション

ユースワーカー協議会代表　水野篤夫
福井大学非常勤講師　前田健志

講義・演習

13:00-14:30 1.5
長期的な学習展開とそのコミュニティのコーディ
ネーションを探る②協働学習の持続的展開とその
コーディネーション

ユースワーカー協議会代表　水野篤夫
福井大学非常勤講師　前田健志

講義・演習

14:40-16:10 1.5
長期的な学習展開とそのコミュニティのコーディ
ネーションを探る③協働学習とそのコミュニティの
変革期を支えるコーディネーション

ユースワーカー協議会代表　水野篤夫
福井大学非常勤講師　前田健志

講義・演習

16:20-17:50 1.5
長期的な学習展開とそのコミュニティのコーディ
ネーションを探る④複数の協働学習コミュニティを
結ぶコーディネーション

福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

7/30 ( 木 ) 9：00-10:30 1.5
協働学習コミュニティの発展過程とそれを支える
ファシリテーション・コーディネーションの分析・整
理

福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

10:40-12:10 1.5
協働学習コミュニティとそのファシリテーション・コー
ディネーションの評価

ユースワーカー協議会代表　水野篤夫
福井大学非常勤講師　前田健志

講義・演習

13:00-14:30 1.5
協働学習コミュニティを支えるファシリテーター・
コーディネーターの力量形成

ユースワーカー協議会代表　水野篤夫
福井大学非常勤講師　前田健志

講義・演習

14:40-16:10 1.5 協働学習コミュニティを支える組織・制度
ユースワーカー協議会代表　水野篤夫
福井大学非常勤講師　前田健志

講義・演習

16:20-17:50 1.5
協働学習の展開とそのコミュニティを支えるファシリ
テーション・コーディネーションをめぐる総合的省察
とその共有

福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子
福井大学非常勤講師　前田健志

演習

小　計 22.5
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科目名 単位数 時　間 時間数 内容・テーマ 講師予定者の職・氏名 講習の種別

8/5 ( 水 ) 9：00-10:30 1.5
社会教育行政・施設の組織とそのマネジメント：ア
プローチの意味と課題

福井大学特命教授　柳澤昌一 講義

10:40-12:10 1.5
社会教育行政・施設の組織とそのマネジメントの基
本的課題

元・福井大学教授　三田村彰
福井県・石川県・富山県担当者
富山大学名誉教授　藤田公仁子

演習

13:00-14:30 1.5
社会教育行政・組織のマネジメント：目標・組織・評
価と組織発展展望

元・福井大学教授　三田村彰
福井県・石川県・富山県担当者
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

14:40-16:10 1.5 地域活性化とそれを支える社会教育行政の役割 福井県・石川県・富山県担当者 演習

16:20-17:50 1.5 経営戦略における「計画」と「予算」
元・福井大学教授　三田村彰
福井県・石川県・富山県担当者
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

8/6 ( 木 ) 9：00-10:30 1.5
生涯学習・社会教育を支える基盤組織のマネジメ
ント実践事例研究：その視点と方法

福井大学特命教授　柳澤昌一 講義・演習

10:40-12:10 1.5
学習組織展開のための基盤組織の目的と機能：学
習課題の把握と広報戦略

元・福井大学教授　三田村彰
福井県担当者
福井大学特命教授　柳澤昌一

講義・演習

13:00-14:30 1.5
地域活性化のための社会教育行政・施設の具体
的方策に関わり具体的な経営計画作りを進める①
現状把握と目的設定

元・福井大学教授　三田村彰
福井県担当者
福井大学特命教授　柳澤昌一

講義・演習

14:40-16:10 1.5
地域活性化のための社会教育行政・施設の具体
的方策に関わり具体的な経営計画作りを進める②
長期的な展開計画と短期的な活動計画

元・福井大学教授　三田村彰
福井県担当者
福井大学特命教授　柳澤昌一

講義・演習

16:20-17:50 1.5
地域活性化のための社会教育行政・施設の具体
的方策に関わり具体的な経営計画作りを進める③
人的組織とそのマネジメントに関わる見積もり

福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

8/7 ( 金 ) 9：00-10:30 1.5
地域活性化のための社会教育行政・施設の具体
的方策に関わり具体的な経営計画作りを進める④
予算資金の計画

福井大学特命教授　柳澤昌一
岡山市公民館長　内田光俊
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

10:40-12:10 1.5
地域活性化のための社会教育行政・施設の具体
的方策に関わり具体的な経営計画作りを進める⑤
取り組みの評価とその組織化

元・福井大学教授　三田村彰
福井県担当者
岡山市公民館長　内田光俊
福井大学特命教授　柳澤昌一

講義・演習

13:00-14:30 1.5 社会教育マネジメント事例研究の総合的省察

元・福井大学教授　三田村彰
福井県担当者
岡山市公民館長　内田光俊
福井大学特命教授　柳澤昌一

講義・演習

14:40-16:10 1.5 社会教育マネジメント事例研究の比較研究

元・福井大学教授　三田村彰
福井県担当者
岡山市公民館長　内田光俊
福井大学特命教授　柳澤昌一

講義・演習

16:20-17:50 1.5 社会教育マネジメント事例研究の共有
福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子
福井大学非常勤講師　前田健志

演習

小　計 22.5

科目名 単位数 時　間 時間数 内容・テーマ 講師予定者の職・氏名 講習の種別

10/24 ( 土 ) 9：00-10:30 1.5
長期実践事例研究の意義と方法①（長期プロセス
の跡づけの意味と方法）

福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義

10:40-12:10 1.5 実践展開の背景と前提 演習

13:00-14:30 1.5 実践の目的設定 講義・演習

14:40-16:10 1.5 実践の組織化（1）初期サイクル①　準備過程 演習

16:20-17:50 1.5
実践の組織化（1）初期サイクル②　最初のプロジェ
クトの展開

福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

10/25 ( 日 ) 9：00-10:30 1.5
長期実践事例研究の意義と方法②（長期的な展開
を支える組織を探る）

福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

10:40-12:10 1.5
実践の組織化（2）持続的な展開①　第二サイクル
の展開

講義・演習

13:00-14:30 1.5
実践の組織化（2）持続的な展開②　持続のための
組織化

講義・演習

14:40-16:10 1.5
実践の組織化（2）持続的な展開③　世代のサイク
ル

講義・演習

16:20-17:50 1.5 実践の組織化プロセスの中間的な共有と比較検討 講義・演習

10/26 ( 月 ) 9：00-10:30 1.5
長期実践事例研究の意義と方法③（長期的展開を
支える組織制度/実践力形成）

福井大学特命教授　柳澤昌一
富山大学名誉教授　藤田公仁子

講義・演習

10:40-12:10 1.5
実践の組織化（３）組織の転換と中核メンバーの交
代サイクル

講義・演習

13:00-14:30 1.5 長期的実践と実践者の成長 講義・演習

14:40-16:10 1.5 長期的実践を支える組織と制度 講義・演習

16:20-17:50 1.5 地域を越えて学習プロセスの共有と比較検討
福井大学教授　半原芳子
富山大学名誉教授　藤田公仁子
福井大学非常勤講師　前田健志

演習

小　計 22.5

総　計 90.0

福井大学教授　半原芳子
ユースワーカー協議会代表　水野篤夫
富山大学名誉教授　藤田公仁子
福井大学非常勤講師　前田健志

福井大学教授　半原芳子
ユースワーカー協議会代表　水野篤夫
富山大学名誉教授　藤田公仁子
福井大学非常勤講師　前田健志

福井大学教授　半原芳子
ユースワーカー協議会代表　水野篤夫
富山大学名誉教授　藤田公仁子
福井大学非常勤講師　前田健志
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（別表2）

7月11日（土） 遠隔受講（ライブ配信型）

7月12日（日） 遠隔受講（ライブ配信型）

7月13日（月） 遠隔受講（ライブ配信型）

7月28日（火） 石川県庁（14階会議室）

7月29日（水） 石川県庁（14階会議室）

7月30日（木） 石川県庁（14階会議室）

8月  5日（水） 石川県庁（14階会議室）

8月  6日（木） 石川県庁（14階会議室）

8月  7日（金） 石川県庁（14階会議室）

10月24日（土） 遠隔受講（ライブ配信型）

10月25日（日） 遠隔受講（ライブ配信型）

10月26日（月） 遠隔受講（ライブ配信型）

※入室は午前8時半以降となります。

生涯学習概論

生涯学習支援論

社会教育経営論

社会教育演習



（別表3）

7月11日（土） 遠隔受講（ライブ配信型）

7月12日（日） 遠隔受講（ライブ配信型）

7月13日（月） 遠隔受講（ライブ配信型）

7月28日（火） 富山県防災危機管理センター（609会議室）

7月29日（水） 富山県防災危機管理センター（609会議室）

7月30日（木） 富山県防災危機管理センター（609会議室）

8月  5日（水） 富山県防災危機管理センター（609会議室）

8月  6日（木） 富山県防災危機管理センター（609会議室）

8月  7日（金） 富山県防災危機管理センター（609会議室）

10月24日（土） 遠隔受講（ライブ配信型）

10月25日（日） 遠隔受講（ライブ配信型）

10月26日（月） 遠隔受講（ライブ配信型）

※入室は午前8時半以降となります。

生涯学習概論

生涯学習支援論

社会教育経営論

社会教育演習



（様式1） 

令和8年度社会教育主事講習（資格付与講習）受講申込書 

                             令和8年  月  日   

国立大学法人 福井大学長  殿 

                       氏 名                 

 

 令和8年度社会教育主事講習を受講したいので受講資格を証明する関係書類を添えて下記により申し込みます。 

記 

ﾌﾘｶﾞﾅ 

氏 名 

 

 
生年月日 

昭・平      年  月  日 

（西暦   年） 

満     歳 

※令和8年5月31日時点 

現住所 

(〒       ) 

 

連絡先（TEL                  ） ／ 緊急時連絡先（TEL              ） 

（E-mail：                                          ） 

※講習の各種連絡, 資料の送付等は上記のE-mailアドレス宛に送付します。常に確認可能なPCメールアドレスを記載すること 

所属先 

名  称                        （勤務先：                ） 

職  名  常勤・非常勤の別  

所 在 地 
(〒       ) 

 

連 絡 先 

TEL  

E-mail  

個人情報 

提供の有無 

修了者の氏名・所属については、提出先の教育委員会へ情報提供します。 

□修了者の氏名・所属に加えて、個人情報の提供可能連絡先の提供に同意いたします。    

※備考３について同意する場合、□にチェックすること。 

個人情報の提供 

可能連絡先 

いずれも可・TELのみ可・E-mailのみ可・提供不可 

その他（                           ） 

受講科目 

※該当する科目に○印を

つけること 

科     目 単 位 受講希望科目 単位認定申請科目 本学講習で修得済の科目 

生 涯 学 習 概 論 2    

生 涯 学 習 支 援 論 2    

社 会 教 育 経 営 論 2    

社 会 教 育 演 習 2    

希望する受講会場(( )内に希望順位 1～3を記入) 1. 福井会場（  ）   2. 石川会場（  ）   3. 富山会場（  ） 

受講資格  社会教育主事講習等規程第２条の第     号に該当 

最終学歴  

職  歴 

※第4, 5, 6号該当者

は必ず記入 

自      年   月  至   月（  年  カ月） 

自      年   月  至   月（  年  カ月） 

自      年   月  至   月（  年  カ月） 

自      年   月  至   月（  年  カ月） 

※勤務先は所属先と異なる場合に記入してください。例：(株)○○会社（勤務先：○○図書館） 

（備 考） 

１ 受講申込様式の記載にあたっては, 記入見本を参照すること。 

２ 受講資格を証明する関係書類は，卒業又は修了証明書，教育職員の普通免許状の写し，所属長の勤務証明書等とする。 

３ 今後自治体から継続的な学習機会に関する情報提供や各自治体が実施する事業への協力依頼をお願いするために、社会教育主事講習の修了者の  

氏名・所属について書類を提出した都道府県教育委員会へ情報提供を行う。提供可能連絡先については、個人情報の提供に同意する場合にチェッ 

クがある場合に限り、各都道府県教育委員会へ情報提供を行う。 

 



    

    

勤 務 証 明 書 

 

 

   氏   名 

   

   生年月日 

 

 

   上記の者は本              に下記のとおり勤務していたことを証明する。 

 

記 

期     間 職   名 職務内容 

 

 自      年     月 

 至      年     月（   年    カ月） 

  

 自      年     月 

 至      年     月（   年    カ月） 

 

 自      年     月 

 至      年     月（   年    カ月） 

 

  

 

    

   令和 ８年      月      日 

 

                               所属長氏名                  ㊞ 

 

注意 

１ 職名の欄には発令されたとおりの職名を記入すること。 

２ 職務内容の欄には，従事した職務の内容を具体的に記入すること。 

３ この証明書は，規程第２条の第４，第５，第６号該当者のみ添付すること。 

 



（様式 3） 

履 歴 書 

 

 
令和 ８年 ５月31日現在 

ふりがな 性別 

氏名 

男 ・ 女 

生年月日 

昭 ・ 平     年（西暦       年）      月      日  

（満     歳） 

 

年 月 
学歴・職歴（各別にまとめて書く） 

※学歴は, 高校卒業から記載してください。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 福 井 大 学

 

 
写真をはる位置 

1. 縦 40～46 ㎜ 

横 30～35 ㎜ 

2.本人単身胸から上 

3.裏面のりづけ 



（様式 4） 

 

社会教育主事講習単位修得認定申請書 

 

 

下記の表に掲げる事由を証する書類を添えて次のとおり申請いたします。 

 

令和 8年  月  日 

国立大学法人 福井大学長 殿 

氏 名  

 

記 

 

 認定を希望する科目及び単位数 修得済みの科目及び単位数 

科目 

   

 

 

申請事由及び適用条件 

 

備   考  

 



（様式 1） 

令和８年度社会教育主事講習（資格付与講習）受講申込書 

                             令和８年 ５月 １日   

国立大学法人 福井大学長  殿 

                       氏 名  福大 太郎       

 令和８年度社会教育主事講習を受講したいので受講資格を証明する関係書類を添えて下記により申し込みます。 

記 

ふりがな 

氏 名 

ふくだい たろう 

福大 太郎 
生年月日 

昭・平  ２年 １月 １日 

（西暦 １９９０年） 

満  ３６ 歳 

※令和8年5月31日時点 

現住所 

(〒910-8507) 

福井県福井市文京3丁目9番1号 サポートマンション 101号室 

 

連絡先（TEL 0776-**-**** ） ／ 緊急時連絡先（TEL 090-****-**** ） 

（E-mail：  kyoumu-***@ml.u-fukui.ac.jp    ） 

※講習の各種連絡, 資料の送付等は上記のE-mailアドレス宛に送付します。常に確認可能なPCメールアドレスを記載すること。 

所属先 

名  称 国立大学法人 福井大学           （勤務先：          ） 

職  名 主任 常勤・非常勤の別 常勤 

所 在 地 
(〒910-8507)  

福井県福井市文京3丁目9番1号 

連 絡 先 

TEL  

E-mail  

個人情報 

提供の有無 

修了者の氏名・所属については、提出先の教育委員会へ情報提供します。 

□修了者の氏名・所属に加えて、個人情報の提供可能連絡先の提供に同意いたします。   

※備考３について同意する場合、□にチェックすること。 

個人情報の提

供可能連絡先 

いずれも可・TELのみ可・E-mailのみ可・提供不可 

その他（                           ） 

受講科目 

※該当する科目に○印

をつけること 

科     目 単 位 受講希望科目 単位認定申請科目 本学講習で修得済の科目 

生 涯 学 習 概 論 2  ○  

生 涯 学 習 支 援 論 2 ○   

社 会 教 育 経 営 論 2 ○   

社 会 教 育 演 習 2   ○ 

希望する受講会場(( )内に希望順位1～3を記入) 1. 福井会場（ 1 ）  2. 石川会場（ 2 ）  3. 富山会場（ 3 ） 

受講資格  社会教育主事講習等規程第２条の第  １  号に該当 

最終学歴 ●●大学 ●●学部 卒業 

職  歴 

※第4, 5，6号該

当者は必ず記入 

自      年   月  至   月（  年  カ月） 

自      年   月  至   月（  年  カ月） 

自      年   月  至   月（  年  カ月） 

自      年   月  至   月（  年  カ月） 

※勤務先は所属先と異なる場合に記入してください。例：(株)○○会社（勤務先：○○図書館） 

（備 考） 

１ 受講申込様式の記載にあたっては, 記入見本を参照すること。 

２ 受講資格を証明する関係書類は，卒業又は修了証明書，教育職員の普通免許状の写し，所属長の勤務証明書等とする。 

３ 今後自治体から継続的な学習機会に関する情報提供や各自治体が実施する事業への協力依頼をお願いするために、社会教育主事講習の修了

者の氏名・所属について書類を提出した都道府県教育委員会へ情報提供を行う。提供可能連絡先については、個人情報の提供に同意する場合に

チェックがある場合に限り、各都道府県教育委員会へ情報提供を行う。 

また、福井大学が氏名・所属・提供可能連絡先の情報を活用する場合もある（社会教育主事講習中にかかる事務を除く）。

平日・休日問わず確

認できる PC メール

アドレスを記入 

前年度以前に本学以外の講習、大学等の養成課

程、本学履修証明プログラムで修得し、受講免

除を申請する科目に○印 

受講資格で第 4、5、6 号を記入した方

は、該当する職歴を記入 

※1、2、3 号の方は記入不要 

令和2～7年度の本学社

会教育主事講習で修得

した科目に○印 

今年度講習で受講を希望

する科目に○印 

✓ 



（様式 2） 

 

 

勤 務 証 明 書 

 

 

   氏   名 福大 太郎 

   

   生年月日 平成２年１月１日 

 

 

   上記の者は本 ●●生涯学習センター に下記のとおり勤務していたことを証明する。 

 

記 

期     間 職   名 職務内容 

 

 自      年     月 

 至      年     月（   年    カ月） 

  

 自      年     月 

 至      年     月（   年    カ月） 

 

 自      年     月 

 至      年     月（   年    カ月） 

 

  

 

    

   令和 8 年      月      日 

 

                               所属長氏名                  ㊞ 

 

注意 

１ 職名の欄には発令されたとおりの職名を記入すること。 

２ 職務内容の欄には，従事した職務の内容を具体的に記入すること。 

３ この証明書は，規程第２条の第４，第５，第６号該当者のみ添付すること。 

 

受講資格で第 4、5、6号を記載した方

は提出が必要 

第 1、2、3号の方は提出不要 



（様式 3） 

履 歴 書 

 

 
令和 8年 5月31日現在 

ふりがな ふくだい たろう 性別 

氏名 

福大 太郎 男 ・ 女 

生年月日 

昭 ・ 平    ２年（西暦  １９９０年）    １月    １日  

（満   ３６歳） 

 

年 月 
学歴・職歴（各別にまとめて書く） 

※学歴は, 高校卒業から記載してください。 

  学歴 

平成２１ ３ 福井県立●●高等学校 ●●科 卒業 

平成２１ ４ ●●大学 ●●学部 入学 

平成２５ ３ ●●大学 ●●学部 卒業 

   

  
職歴 

平成２５ ４ 国立大学法人福井大学 入職 

  現在に至る 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 福 井 大 学

 

 
写真をはる位置 

1. 縦 40～46 ㎜ 

横 30～35 ㎜ 

2.本人単身胸から上 

3.裏面のりづけ 



（様式 4） 

 

社会教育主事講習単位修得認定申請書 

 

 

下記の表第4欄に掲げる事由を証する書類を添えて次のとおり申請いたします。 

 

令和 ６年 ５月 １日 

国立大学法人 福井大学長 殿 

氏 名  福大 太郎 

 

記 

 

 認定を希望する科目及び単位数 修得済みの科目及び単位数 

科目 

生涯学習概論 

 

 

社会教育演習 

２ 

 

 

２ 

生涯学習概論Ⅰ 

生涯学習概論Ⅱ 

 

社会教育演習 

２ 

２ 

 

３ 

申請事由及び適用条件 

●●大学において上記資格科目を修得済みのため 

備   考  

 

既修得単位の認定希望者（「様式 1」の「単位認定申請科目」で 1科目以上に○をつけた方）は、

本申請書に加え、「社会教育主事講習単位修得証明書」又は「社会教育主事資格科目単位修得証明

書」（本学履修証明プログラムの場合は「修了証書の写し」）の提出が必要です。 

※福井大学社会教育主事講習の分割受講者（「様式 1」の「本学講習で修得済の科目」で 1科目以

上に○をつけた方）は「社会教育主事講習単位修得証明書」の提出のみで、本申請書の提出は不要

です。 

今回講習の科目で、受講免除を

申請する科目・単位数を記載 

大学や講習等で修得した科目名と修得単位

数を対応関係がわかるように記載。 

※福井大学履修証明プログラムの場合は単

位数の欄に時間数を記載 

大学等の社会教育主事養成課程で修得した科目であれば、記入例のとおり

記載する。過去の社会教育主事講習で修得した科目であれば、「平成●年度

●●大学社会教育主事講習で修得済みのため」と記載する。 

※福井大学履修証明プログラムの場合、「令和●年度福井大学履修証明プロ

グラムで履修のため」と記載。 




